
研究紹介資料

平成28 年度から「蓋K土式；根圏制御栽培法」を

多くの樹種で実用化するためのプロジェクトを開始した

1
次世代の果樹栽培法

I - 「根圏制御栽培法」導入実践による産地活性化
O転作推進による果樹の導入から40年以上経過

⇒『老木化』 ・『土壌病害』による収量•品買の抵下力啜凌l

◎生産安定する成園化に約十年が必要＝改植により数年

⇒改植が固難 •土壌病害により枯死
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t冨の瓢鴨の白膏彎七叉尊

果樹類の生産性向上のため改植推進による産地活性化
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I 研究の内容 I 
O多樹種での根圏導入拡大

多樹種での根lil導入⇒改植が進み農家所得向上，生産拡大

＊根圏導入遷壊を移備する＊
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：【1.主妻果樹で実用性検討】 [2. 新Y字糎等開発】 [3. クローン苗供給】
(H28-H30) (H28-H30 O樹穫別l.:iNした覺楓彙件の解明

,. プドウ心且•応幻・イチジク面潟） .l;il纏・果出囲ー体塁籍設、 （栃木，H28-H30)
モ�I<·四．．遍屠ブドウ('ント1)-) liY字・雌用発 〇箋増殖システムの開発
働樹糧(ljj木） (栃木，H29-H30)
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椙圏導入を実践する
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：⇒機Ill導入効攣を鯛董（繹富状況等）

：【5.新たな需妻拡大】 (H29-H30)
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果樹の根圏制御栽培法実践コンソーシアム共同研究機関
（栃村匿式福諷埼諷東京農毯iJf、新絹琶i汗、ヨ闘サンド）—方ンインタ—ナシゴ叫尉、三共包材尉、共立イ1Yf-N悧、大芍おエ囲尉、栃札輯翌盟蘭籍船

※本事業は、生物系特定産業技術研究支援センターが実施する「革新的技術開発・緊急展開事業（う引捗萌醐洛1Dジェクト）」で実施しています。






